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受験 第
一
次
試
験

若手技術者・修習技術者におけるIPDシステムの導入のイメージ

通算で７年（総監は１０年）を超える実務経験

実務開始

第一次試験免除

合格
第
二
次
試
験

工学系教育機関を卒業した若手技術者や修習技術者が，技術的実務に就いてから国際的に通用できる技術者に成長
（技術士資格を獲得）するまでの期間において，GA*を強化しPC*を取得するために行う活動を，社会全体で支援する仕組み

合格・登録
登録 技術士補 指導者の下での4年

以上の実務経験

IPDシステム

自主的に資質能
力を高める活動

優れた技術者や支援組織等から支援
を受けながら資質能力を高める活動

IPDプログラムデータベー
スの管理

修習活動をアドバイス

修習ガイドラインに基づいて，各学協会や教育機関等が提供するOJTやOFF-JTの研修
の中から，自分に合ったものを選択して実施

PDCAサイクルを回しながらセルフマネジメント

・修習ガイドラインの策定
・メンター登録・検索シス
テムの提供
・ロールモデルの提示 等

IPD支援者（メンター）

技術者や修習技術者
コミュニティ形成

・技術者
・修習技術者
・メンター
・研修提供者等

の交流

IPD活動

IPDシステム全体を運営主体が管理

IPDプログラム

JABEE

認
定
課
程
修
了
者

工
学
系
教
育
機
関
修
了
者

OFF-JT 研修講演会 トレーニングOJT 自主学習

メンター登録・検索シス
テムに登録

技術士資格取得までの仕組み

＊ GA（Graduate Attributes（高等教育機関卒業時に取得すべき能力））、PC（Professional Competencies（専門職（技術士）として備えるべき能力））

技
術
士

優秀な指導者による監督の下での実務経験
（４年（総監は７年）

参考４
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